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新型コロナウイルス感染症に関して行政報告をいた

します。 

最近の国内及び道内の新規感染者数は、８月中旬をピ

ークに減少傾向にありましたが、今月の連休後において

は、国内では４万人前後を、北海道では４千人前後 

それぞれ増減しているところです。 

 感染者数の把握につきましては、９月２６日以降、 

全数把握の方法が見直され、発生届け出の対象者が、 

「６５歳以上の方」、「入院を要する方」、「新型コロナ治

療薬の投与や、罹患により新たに酸素投与が必要な方」、

「妊婦」の４類型となり、北海道が行う市町村別の１週

間の累計の公表につきましては、４類型の方に限定され

たほか、公表の日が、毎週月曜日から火曜日に変更とな

ったところです。 

 このため、本市における新規感染者数の公表方法につ

きましても、北海道に準じて変更し、変更後の新規感染

者につきましては、今月１１日の週が、本年１月１６日
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の週以来３８週間目にして発生がありませんでしたが、

２週連続しての未発生には至らない状況下であり、先週

１７日までには、延べ９５５人の方の罹患が確認されて

おります。 

なお、この４類型に該当しない方で、北海道陽性者登

録センターに登録された方の感染者数につきましては、

市町村別の公表はされませんが、毎日、年代別患者内訳

として道より公表されているところです。 

また、市職員が新型コロナウイルスに感染した場合の

公表につきましては、これまで、市役所をはじめ市の施

設を利用される方への感染防止の観点から、当該施設内

で職員の感染が判明した際には、市公式ホームページや

防災メール等により公表を行ってきておりますが、全国

的な感染者の全数把握の見直しや陽性者及び濃厚接触

者の療養期間短縮など諸情勢の変化に加え、各施設内で

は継続して感染防止の徹底に努めており、職員から不特

定多数の方への感染の可能性は低いものと判断される
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ことから、今後市職員の感染に係る情報につきましては、

本日より 「市役所窓口や施設を閉鎖、縮小する場合」、 

「施設や各所属において、職員の感染が増加し、施設利

用者等に感染の恐れがある場合」、 

「その他市民生活に大きな影響をきたすと考えられる

場合」のいずれかに該当する場合のみ、公表を行うこと

といたしたいと存じますので、ご理解のほど、お願いい

たします。 

今後の感染防止に向け、国や北海道の基本的な対処方

針に基づき、市民並びに事業者の皆様には、引き続き、

三密を回避するほか、重症化リスクの高い高齢者や基礎

疾患のある方に会う際など、普段における基本的な感染

防止行動の徹底や、ワクチン接種の促進など、感染拡大

を防ぐ取り組みとともに、国や北海道の基準に準じたイ

ベントの開催や、社会経済活動の維持に向けた事業継続

の取り組みについて、改めて、ご協力をお願いいたしま

す。 
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また、オミクロン株対応ワクチンによる接種につきま

しては、９月２６日から個別接種、３０日から集団接種

を開始しており、今月は、既に実施済みの２２日及び 

２３日に加え、２９日に実施することとしております。 

 オミクロン株対応ワクチンの接種は、初回接種を終了

した１２歳以上の方で、前回接種から５ヶ月以上の期間

を空けた方を対象に、１回の接種を行うこととして進め

てまいりましたが、今月２１日に関係政省令が改正され、

接種間隔が３ヶ月に短縮されたため、１１月以降の接種

日程につきましては、１１月の市の広報紙等により市民

の皆様への周知に加え、新たに実施する、６ヶ月から 

４歳以下の乳幼児を対象としたワクチン接種につきま

しては、本日より関係政省令が施行され、初回接種とし

て３回のワクチンを接種することとされたことから、小

児ワクチン接種と同様に本市と赤平市、歌志内市による

広域接種に向け、現在、調整を行っており、調整が整い

次第、関係する市民の方へ周知してまいります。 

現下、誰もが感染の可能性がある状況が続いており、
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市民の皆様には、一人ひとりが冷静で思いやりの心をも

って行動くださるよう、重ねてお願い申し上げますとと

もに、専門家からは、今後、季節性インフルエンザとの

同時流行の懸念も指摘されておりますので、感染予防に

十分ご留意いただきたいと存じます。 

以上申し上げ、行政報告といたします。 


